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【目的】個別性のある STS シートを作成し、観察力や意識の向上を図る 

【方法】狭窄指標・VA の特徴・最終 PTA 日・エコー写真・STS 項目を記載し、患者別に

VA の狭窄・閉塞のリスクを表示した改訂 STS シートを作成。評価間隔はリスク別に設定。

１か月間使用後にスタッフアンケートを実施した。 

【結果】アンケートで、改訂 STS シート使用後 95％がハイリスク患者が分かるようにな

り、狭窄指標は 85％が理解できるようになった。VA に関心が強まった一方、評価の記載漏

れがあった。 

【考察】改訂 STS シートは VA の観察・管理の意識向上につながり有用で、情報を共有す

る手段として意義があった。一方で VA に対し、まだ意識が十分でないといった印象があっ

た。穿刺前の慌ただしい時間に評価・記録するため、記載漏れにつながったと考える。 

【まとめ】STS シートを改訂したことで、VA に対する意識の向上が図れた。今後、VA の

継続的な教育を行うとともに運用方法は検討が必要である。 


